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⑲ 自動車⑲ 自動車
1．自動車運転免許取得費の助成
　障害のある方が自動車運転免許を取得する際に、必要な費用の一部を助成します。なお、免許
取得前の申請が必要です。
■　対象
次のすべての要件に該当する方
１．�第一種普通自動車免許を取得しようとする方で、身体障害者手帳３級以上又は愛の手帳
４度以上の方。ただし、内部障害者は４級以上、下肢・体幹機能障害者は５級以上で歩
行困難な方

２．引き続き３か月以上台東区に住所のある方
３．前年の所得税の年額が４０万円以下の方
　　※�転入の方は（非）課税証明書が必要です。申請する月により必要な（非）課税証明書

の年度が異なりますので、お問合せください。
４．他の制度により免許の取得に要する費用の助成を受けていない方

■　助成額
第一種普通自動車免許の取得に要する費用のうち、教習所入所料、技能・学科教習料、教
材費に相当する額に３分の２を乗じた額と助成限度額のうち低い金額を助成します。
助成限度額は前年の所得税額に応じて下記の所得階層区分ごとに定める額となります。

階層 前年所得税額 助成限度額
A� ０円 １６４，８００円
B� １円から�４２，０００円 １４４，２００円
C ４２，００１円から４００，０００円 １２３，６００円

■　手続きに必要なもの
お問合せください。

☆　問合せ
　　障害福祉課　区役所２階１０番窓口　
　　電話０３－５２４６－１２０１　FAX ０３－５２４６－１１７９

2．自動車改造費の助成
　重度の身体障害のある方が就労などのため自ら運転する自動車を取得するとき、改造（ハンドル、
ブレーキ、アクセルなど）に要する費用を助成します。なお、自動車改造前の申請が必要です。
また、障害状況によって改造箇所等の確認が必要となりますので、お問合せください。
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■　対象
台東区内に３か月以上住所を有し、身体障害者手帳の交付を受けている方で、次のいずれか
に該当する方
１．上肢機能障害１級又は２級
２．下肢機能障害１級又は２級
３．体幹機能障害１級又は２級
ただし、本人又は扶養義務者などの前年の所得が特別障害者手当にかかる所得制限限度額の
範囲内の方（別表Ｐ１８２）。
また、過去に改造費助成を利用したことがある場合は、交付決定から７年以上経過している
こと。
※�転入の方は本人（２０歳未満は扶養義務者）の（非）課税証明書が必要です。申請する月
により必要な（非）課税証明書の年度が異なりますので、お問合せください。

■　助成額
１３３，９００円を限度とします。

■　手続きに必要なもの
お問合せください。

☆　問合せ
　　障害福祉課　区役所２階１０番窓口
　　電話０３－５２４６－１２０１　FAX ０３－５２４６－１１７９

3．自動車燃料費の助成
詳細はＰ１０５をご覧ください。

4．駐車禁止等除外標章の交付
　駐車禁止等除外標章の交付を受けた身体障害者等本人が現に使用中の車両であり、かつ標章
を前面ガラスの見やすい箇所に掲出することで、公安委員会指定の駐車禁止場所等の規制対象
から除外されます。
■　対象
都内に住所を有し、下記の障害の区分・級別に該当する手帳の交付を受けている方
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手帳の種別 障害の区分 障害の級別

身体障害者手帳

視覚障害 １級から３級までの各級又は４級の１

聴覚障害 ２級又は３級

平衡機能障害 ３級

肢
体
不
自
由

上肢機能障害� １級、２級の１又は２級の２

下肢機能障害� １級から４級までの各級

体幹機能障害 １級から３級までの各級

運動機能障害
上肢機能 １級又は２級（一上肢のみに運動機能

障害がある場合を除く）
移動機能 １級から４級までの各級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう
又は直腸、小腸機能障害 １級又は３級

免疫機能障害 １級から３級までの各級

肝臓機能障害 １級から３級までの各級

（再認定診査が指定されている方又は再認定診査が終了している方）

戦傷病者手帳

上肢、下肢機能障害、心臓、肝
機能障害、じん臓、呼吸器、ぼう
こう又は直腸、小腸機能障害

特別項症から第３項症までの各項症

視覚、聴覚、平衡、体幹機能障害 特別項症から第４項症までの各項症

愛の手帳 １度又は２度

精神障害者保健福祉手帳 １級
小児慢性特定疾病医療受
給者証 色素性乾皮症の認定を受けている方

※肢体不自由の欄の上肢機能障害「１級、２級の１又は２級の２」に該当する方とは、両
上肢に著しい障害のある方です。左右いずれかの上肢のみに障害のある方は対象となり
ません。

■　申請
１．申請者
　　�申請は、申請者である身体障害者等本人です。ただし、申請者が未成年者、知的障害者又

は精神障害者の場合や、身体的理由により申請することが困難であると認められる場合は
原則として、申請者の親権者、配偶者又は三親等以内の血族もしくは姻族、東京都パート
ナーシップ宣言による証明を受けた相手方を申請代理人として申請することができます。　

２.　申請窓口　
　　都内のいずれの警察署（交通課）でも申請することができます。
　　（受付時間は、月～金曜の平日の午前８時３０分から午後４時３０分までの間です。）
３.　申請書類
・�申請書（各申請書については、警察署窓口で受領できるほか、警視庁のホームページからダ
ウンロードできます。）
・身体障害者手帳等
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・住民票の写し（発行日から３か月以内のもの）
・�申請代理人が申請する場合は、申請者との関係が確認できる書面（続柄が記載された住民票の
写し、戸籍謄本等）及び申請代理人本人の確認ができる身分証明書を持参してください。
・代理申請又は代筆の場合は申請者本人の押印が必要です。

☆　問合せ
警視庁　駐車対策課　駐車対策第一係　
電話０３－３５８１－４３２１（代）

台東区管内の警察署

上野警察署 台東区東上野４－２－４ 電話０３－３８４７－０１１０
下谷警察署 台東区下谷３－１５－９ 電話０３－５８０６－０１１０
浅草警察署 台東区浅草４－４７－１１ 電話０３－３８７１－０１１０
蔵前警察署 台東区蔵前１－３－２４ 電話０３－３８６４－０１１０

5．自動車事故被害者の方への支援
１.　交通事故による重度後遺障害者への介護料支給
■　対象　
　　自動車事故が原因で、脳、脊髄又は胸腹部臓器を損傷し、重度の後遺障害を持つため、移
　　動、食事及び排泄など日常動作について常時又は随時の介護が必要な状態であると認定さ
　　れた方
■　支給金額 （令和６年４月１日現在）

種別 金額
最重度 特Ⅰ種 ８５，３１０円～２１１，５３０円�
常時要介護 Ⅰ種 ７２，９９０円～１６６，９５０円
随時要介護 Ⅱ種 ３６，５００円～　�８３，４８０円

■　支給方法
その月の介護に要した費用として自己負担した額に応じ、３月・６月・９月・１２月の各月
に、３カ月分をまとめて受給資格の種別ごとの支給金額の範囲内で支給します。
なお、介護に要した費用として自己負担した額が下限額に満たない場合には、下限額を支給
します。

■　支給の制限
　　次のような場合は支給できません。
　　・ナスバ療護センター等に入院したとき
　　・他法令に基づく施設に入所又は介護料相当の給付を受けたとき　等
■　受給資格認定の申請
　　介護料を受けるには、まず、受給資格の認定を受ける必要があります。
　　支給できない条件等も含め、詳細についてはお問合せください。



148 149

19

自
動
車

２.　交通遺児等への貸付
■　対象　
　　自動車事故により死亡又は重度の後遺障害が残った方の中学校卒業までのお子様
■　貸付期間
　　中学校卒業の月まで
■　貸付金額

貸付資格種別 貸付額 備考
一時金 １５５,�０００円
毎月 １０,�０００円又は２０,�０００円（選択制） 1�月・4�月・7�月・10�月に各�3ヶ月分を貸付
入学支度金 ４４,�０００円 希望者のみ貸付（小・中学校入学時）

■　利子
　　無利子
■　返還方法
　　貸付期間終了後６カ月又は１年を経過した後、月賦又は月賦・半年賦により原則２０年以内
　　の均等払い
■　返還猶予制度
　　中学校卒業後、高校・大学等に進学される場合は、卒業までの返還を猶予します。
■　貸付の申込み
　　詳細についてはお問合せください。

３.　療護センター等の設置
■　自動車事故による脳損傷によって、遷延性意識障害となった方に社会復帰の可能性を追求
　　しながら、適切な治療と看護を行う専門の病院を設置しています。なお、入院期間はおお
　　むね３年以内とし、入院の承認は、治療及び介護の必要性、脱却の可能性等を総合的に判
　　断して行われます。詳細についてはお問合せください。

　　☆　問合せ先
　　　　独立行政法人　自動車事故対策機構（ナスバ）　東京主管支所
　　　　電話０３－３６２１－９９４１　FAX ０３－３６２１－９９４４




